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談話室

ブラウン大学 およびMITに おける低温事情

教養部 中 田 博 保(豊:中5242)

米 国東 海 岸に あ る人 口20万 人 の町 プ ロ ビデ ソ スか らル ー ト95を 北へ 向か って フ ォー ドの テ ソ ボを走 ら

せ てい た。 昨年6月 の こ とであ る。前 日の実験 の 失敗 につ い て韓 国人 学生 寿郷 と喋 りな が ら、私 は ボス

トソ近 くのMITへSQUIDに よる測定 をす るため に1時 間 の 道 を急 いで いた。 我 々は 磁性 半 導体超

格子 の 帯磁 率 の測 定 を行 ってい た が、信 号 の再 現性 の な さに悩 まされ て いた 。「ど うもサ ソプ ルの セ ッ

テ ィ ソグに問題 があ るよ うだ。」 と寿郷 が切 り出 した。「そ う した ら、 もっ と簡 単 な方 法 に変 更 しよ う。」

と私 は 答え た。

ボ ス トソの高 速道 路 の朝 の渋 滞 を抜 け 、MIT強 磁場 研 究所 の 前の 路 上に車 を とめ 、重 い ドアーを あ

けて2階 に あ るDr.Frenkelの 実験 室 へ入 って い った 。 そ の小 さな部屋 にはS.H.E.のSQUID帯 磁

率 装置 が お かれ1日200ド ル で共 同 利用 で き る よ うに な って い た。 前夜 に セ ッ トした プ ロ グラム は終 了

して お り、 デ ー タが プ リソ タに打 ち 出 され て いた が、 結果 は思 わ しくな か った。 サ ソプル を と り出 し、

もっと も単純 だ と思 われ るセ ッテ ィ ソグを行 い、 サ ソ プル を デ ュワー内 に戻 した 。エ ア ー ロ ックが デ ュ

ワー一と部 にあ り、 サ ソプル の出 し入れ は数 分で で きる よにな って い る。

技 官 の人 がそ の時 入 って きて 、ヘ リウムの残 量 を チ ェ ック した 。 「30%し か残 って いな いの で ヘ リウ

ムを トラソス フ ァー したい がOKか?」 と聞 かれ て 、私 は 「まだ測定 を開 始 して いな いか らOK。 」 と

答 えた。 トラソスフ ァーチ ューブとヘ リウムタソ クを もって きて、 トラソス フ ァー し始 めた がど うもチ ュー

ブが つ ま ってい る ら しい。一 度抜 い てか わか し、 も う一度 とど こで も同 じよ うな ことをや って い るな と

思 った。液 体 ヘ リウムの心配 は しな くて 良 い し、 液体 窒素 の 補給 も しな くて よい 、 お まけ に デ ュ ワーの

上 部 には ヒー ターが 入 って い て外 に霜 がつ くことが ない の で 、SQUIDの 測定 を2K～300Kま で し
■

ていながら、低温の実験をしているという感覚が殆んどない。ただ、サソプルを低温からとり出した時、

霜がつくので中は低温になっているなと気づく程度である。

「今Bは 大丈夫かな?」 と私は寿郷に言った。実はその前B、 我々の前にSQUIDを 用いた人がデュ

ワーの中にサソプルを落としたままになっており、SQUID測 定中の我々のサソプルが上下するたび

に前の人のサソプルを引っかけてつりあげたりしたもので数時間ロスをしたのであった。プログラムを

HPの コソピューターにセットしてデータを取 り始めた。測定はうまくいっているようであった。

10月のある月曜日、プロビデソスのゲーノー通 りにある自宅からいつものように歩いてブラウソ大学

のPorf.Nurmikkoの 研究室へ行くと、中国人学生の富強が 「今週はヘリウムを何2申 し込むのか?」

と聞いてきた。私は、 「2度実験したいので202だ 。」と答えた。液化装置を持っていないブラウソで

は毎週水曜日に工学部で共同購入している液体ヘリウムが業者によって運ばれてくる。昼からの実験の
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ため 、々 イ ク ロチ ャソネ ル プ レー トの 冷却 用 コソ トロー ラに通 水 しスイ ッチ をオ ソに した。1月 末 に渡

米 して以 来 、 ラマ ソ散 乱用 マ ルチ チ ャソネル分 光装 置 を製 作 し、7月 よ り作 動 し始 めて いた。

実験 はII-VI族 半導体 超格 子 の ラマ ソ散 乱 でJanisの 温 度 可変 用 クライ オス タ ッ トを用 いて いた。 こ

れ は金 属 デ ュ ワーで あるが 、液 体ヘ リウムだめ と試 料 室の 間に ニ ー ドルバ ル ブがつ いて いて液体 ヘ リウ

ムが 有効 に使 え、又4.2K以 上 も測 定 で きる よ うにな って い る。 ただ よ く注 意 しない とニ ー ドル バル ブ

の所 に氷 がつ いて 、働 かな くな る ことがあ る。 しか し液体 ヘ リウムの もち もよ く、便 利な クライオス タ ッ

トで あ る。 フ レキ シブルで ニー ドルバ ルブのつ いていない トラソス ファーチ ューブを用 いて トラソス ファー

を始 めた。 日本 で や って い るよ うな小 さな風船 は用 いず、 ヘ リウムガ スの ボ ソペを使 って圧 をかけ た。

試料 室 は少 し圧 を下げ ニ ー ドル バル ブを少 し開け て トラソスフ ァー した 。 トラソス フ ァー して い る間 も、

ア メ リカの こ とで ヘ リウム ガスを 回収 しない。 も った いな い こ とで あ る。

そ の 日の実験 は深 夜1時 まで か か り、そ の後 、別 の クライオ ス タ ッ トで カル コパ イ ライ トの強 磁場 中

の フ ォ トル ミネ ッセ ソス を測定 す る こと にな って いた 。夜食 を たべ な が ら私 は寿 郷 に 「今 か ら実 験 をや

るが:大丈夫 か?」 と聞 いた 。「カル コパ イ ライ トの実 験 には あ ま り興 味 がな い。」 と寿 郷 は答え た。私 は

中間管 理職 の立 場 か ら 「まあ準 備 も した しや りま し ょう。」と提案 した。 と ころ が、幸 が不幸 か 、ヘ リウ

ムを トラ ソス フ ァー してい る最 中 に トラソス フ ァーチ ューブに霜 が つ き、真 空 が駄 目に な って い る こと

がわ か った。 ど うもど こか 穴が あ いた ら しい。

あ くる 日にな って トラソス フ ァーチ ュー ブの真空 テ ス トを した。 この トラソス フ ァーチ ューブは今 は

ブ ラ ウ ソ大 学 の 副学 長 を して い るPorf.Glicksmanが10数 年前 にPorf。Nurmikkoに プ レゼ ソ トした そ

うで あ る。拡 散 ポ ソプで引 きなが ら、 あ ち こち さわ ってい るとペ ロー ズ とパ イプの ぎん ろ う部分 が ど う

もあや しい ことがわ か った 。 ど こが もれ て いるか た しかめて か らマ シー ソシ ョップ に修 理の依 頼を した。

作 業 は早 く1日 後 に は修理 がで きあが ってい た。

1年 間 の 滞在 中は お世話 に な ったPorf.Nurlnikko,Mrs.Whitney,寿 郷,富 強 に感 謝 して筆 を置 き

た い。
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